



京都大学 附置研究所 ・センター シンポジウム : 京都から
の提言-21世紀の日本を考える (第10回) 「活力ある未来の















　本学には、10 学部 18 大学院に加え、文系理系合わせ日本最多を誇る 14 の研究所と 17















した。この 10 に年わたるシンポジウムでは、一貫して「京都からの提言～ 21 世紀の日本
を考える～」を掲げ、日ごろの研究成果を発表するだけではなく、それを基礎として、21
世紀の日本が進むべき方向や未来を担う若者へのメッセージ等を参加された方々に向けて
発信することに重きを置いてまいりました。
　本日のシンポジウムでは、約 120 万人の人口を有する広島市での開催というご縁で、広
島大学から浅原利正学長にお越しいただくとともに、広島大学高等教育研究開発センター
開会挨拶
京都大学総長　　山極　壽一
副センター長の大場淳先生から「高等教育の未来を考える」と題して、ご講演いただける
ことになりました。深く感謝いたします。
　京都大学の附置研究所と研究センターからは４名の教授が、放射線障害、野生動物との
共存、社会のレジリエンシー（柔軟対応力）、数学を切り口として研究にかける熱い思いや
社会へのメッセージを出来る限りやさしい言葉でお伝えいたします。
　今日、日本経済は回復の兆しはあるものの、大震災や原発事故の復旧・復興も道半ばで
あり、加えて昨年、この広島でも発生いたしました異常気象に伴う想定外の自然災害の多発、
一千兆円を超える政府債務残高、東アジア諸国との困難な外交関係、世界的な民族・宗教
間の対立など、深刻な社会情勢は枚挙にいとまがございません。
　このような中で、文系理系にかかわらず大学のあるべき姿、その中での大学人の役割や
責務は何なのかが、いま強く問われていると思います。そこで自由な発想や新しい価値を
“創造”してきた京都大学らしさとは何かを“想像”力まで遡って追究し、それを源泉とし
て今後もたくましく発展していくことを趣旨として、今回のテーマを「活力ある未来の“想
像”と新たな展開を求めて」といたしました。講演をいただく先生方には、様々な視点から、
それぞれの研究成果やお考えをお話しいただけることと期待しております。
　さらにもう一つ、前回の第９回シンポジウムの新しい試みとして、地元教育委員会の後
援を得て、未来を担う高校生に多数参加いただきました。それが非常に好評を得ましたので、
今回も広島県教育委員会の後援を受け、広島県内の高校生の参加者を募るとともに、中学・
高等学校の教員の方々にも積極的に声をかけさせていただきました。
　県内各校にシンポジウムについてお知らせした際に、先生方からは、生徒が将来を目指
す方向や夢を模索するにあたり、このようなシンポジウムは視野を広げるためのよい機会
となるとのお話をいただき、本シンポジウムの開催意義を再認識しております。ぜひ中・
高生の皆さんには、本学が誇る研究所・センターの新しい世界の最先端の研究をご覧いた
だき、将来に夢を託していただきたいと思っております。
　また、広島県下で活躍しておられます本学卒業生で構成される同窓会「広島京大会」の
ご支援もいただくことができました。本シンポジウム開催を機に、この地における本学卒
業生を通じて、皆様とのさまざまな交流が、今後一層、発展することを願っておる次第で
ございます。
　おって本シンポジウムは、京都大学が全国で展開してまいりました京都大学地域講演会
という位置付けの「京都大学広島講演会」としても開催しておりますことを申し添えます。
　最後になりますが、本日お集まりいただいた皆様に感謝を申し上げるとともに、自由の
学風を重んじる教育研究活動から生み出された「京都からの提言」に耳を傾けてください
ますようお願い申し上げ、私の挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございました。
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